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 新型コロナウィルス感染拡大防止のため、田村市教委は 

５月６日（水）まで臨時休業としていましたが、未だ感染拡

大の恐れがあることから、国の緊急事態宣言延長を受け、本日 7日から当面の間、臨時休業が延長

になりました。休業の終期は設定されず、企業等の社会活動が再開されたところから 1週間後に学

校を再開すると示されました。 

 臨時休業が続き、学習が懸念されています。4月中旬からの休業では、各担任が前学年の復習や

現学年の内容のうち児童が自分でできるものを工夫して課題を作成しました。しかし、さらに休業

が伸びることになると、与えられた課題をするだけでは、学習が再開したときにそれぞれの児童の

学習進度がバラバラであることが予想され、「自ら学ぶ」都路小の指導の重点が達成できないこと

になってしまいます。そこで、今回は家庭での学習であっても、授業と同じように「自ら考え」「自

ら進んで学ぶ」ことを求める学習課題を工夫しました。 

① 規則正しい生活が免疫力と学力を高めます。 

 臨時休業は、お休みではなく「自宅学習」です。1日の生活を学校と

同じように規則正しく過ごすことができるよう生活･学習の時間割を

配付しました。 

② 課題を解決する学習をノートに記録します。  

 算数を中心に、解決方法を予想したり、解決の道筋をノ

ートに記録したりと通常の授業と同じように進められる

方法を工夫しました。先生方の手作りのお手本ノートを配

付しています。 

 この学習が効果的にできるかどうかは、児童一人一人の

“やる気”と“工夫”が大切です。電話でのサポートを計

画します。 

③ NHK「Ｅテレ」やNHK forschoolの活用 

 文部科学省や県教委でも、自宅学習に用いる課題や映像

を配信していますが、NHKの番組を使って学習（予習）

することも効果的と考え、番組表を配付した学年もありま

す。 

 

 このように様々な学習方法を組み入れながら、自宅学習を少し

でも効果的に集中して行えるように工夫しました。 

 また、学校に整備されているタブレット PCを使った自宅学習

もできないか、本日から一部の学年で試行します。 

効果的な課題の設定、児童との双方向のやりとりなど、授業以

外での互いのコミュニケーションがとりにくい場面での活用に

は、困難がありますが、良い機会と捉えて使っていきます。 
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※都路っ子の活動をほぼ毎日更新中！ 

都路小HP  R２.５.７現在 

訪問者 1６５３６０人 

アドレス  都路小 検索 



 

 家庭での PC 活用については、国でも

進めてきたところですが、機材整備が十

分でないことからなかなか進みません

でした。 

先日保護者の皆様にスマホでアンケ

ートをお願いしました。 

7日現在の回答ですが、設問３「イン

ターネットを使った動画による授業や

回答を集めたりすること（遠隔授業）に

ついてどのように考えますか。」では、

右図のような結果でした。 

 皆様の「何とかしなくては」という思いと、「子どものみでの学習に不安がある」という思いが

分かります。設問１「家庭で子どもが学習に使えるＰＣがあるか」には、約半数が「ある」との回

答でした。今後、学校で整備しているタブレットなどを組み合わせながら、効果的な学習方法を探

っていきます。 

 

 

  

  

 無症状のウィルス感染が多く報告されています。ノーベル賞を受賞した京都大学の山中教授は、

「私たち一人一人が自分はウィルスに感染しているかもしれないという思いを持ち、感染拡大防止

への行動を徹底すること」が大切であると述べています。登校日の今日も、これまで同様感染防止

対策を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

〇元気に登校しました。  〇お花やメダカが気になります。〇マスク着用、距離を置いた座席 

 

〇 登校後、手を洗い、うがいをし  

ます。休み時間にもこまめに手洗  

いをします。 

 

 

 

〇 子どもたちが教室に

いる時、養護教諭や用務員

が蛇口、トイレのノブ、出

入り口の取っ手など共有

部分の消毒をしています。 


